
2012年(平成24年)8月4日(土曜日)T言毎こどセ記者ニュース

..野市4年

白冶/1通記省

跡 B… 伊。
昌和町6年

説泊漣 i~看 厳脳撤回民総議絡協

ii験E言語の討に、こうしのまrrod医芥さんと醤米露告さん、草1I1
iop.主さんのお詰を商きました。潟支百十tのXたちは、白議とくらしていて、白取
をとても矢面にするととちに、白取箆暑のこわさちよく均っていたそうです。

治安の士喜は、 X酋の語いをねん士にこめて持っているので、韮詰若やエネルギー
を融じることができます。緯支烏i1~のXたちのI~\を挙べるいいこうえん釜でした。

制録制謙治鰯

屋量こどもスクールで、布石陸芥さんの潟支~~伐の詰をお商きしま
した。 jrj苔さんは、箇稀「生きだ潟支XのfピEJだと言っ
ていました。潟支彰伐のXたちは、いつも是のうらで王
をかんじて、物をI~\で見て、きれいな川の水を飲んで、

すんだ彰式を吸って生きていたそうです。でも挙は、 Jli
の水はよごれているし、空気はもうすんではいなくなっ

てしまった。苅谷さんはそう、言っていました。

島観唱b頃担議院髭R馬喰
本曽町6年

論語立を掛

開明

それは、福支A.Iま白鴇と実主し

長野市3年

和議キ滝 i~通

松本市1隼

j量挙先通尚 繊細誕訪韓日

わたしはりょうりはんにさんかしました。ますさいしょに、こく

ょうせきといういしを、シカのつのでわってほうちょうにしました。すぐにされ

るほうちょうができて、おどろきました。

それから、さかなのおなかをきって、ないぞうをだして、きれいにみすであらっ

てから、おなかとせなかとあたまに、たけぐしをさレてやきました。つぎに、サ

ツマイモは、ホイルでつつんで、っちのなか1こ、ひでやいたたくさんのいしといっ

しょにいれて、おおきいはつぱとっちでふたをしまレた。しばらくすると、つち

からゆげがでてきました。っちをさわると、あたたかかったです。

そのうちに、さかながやけたので、みんなでわけでたべました。さなかのあじ

がしておいしかったです。さいごに、 lまりだしだサツマイモをわってみると、き

いろく、やわらかく、あまくなっていました。

じようもんじだいのひとたちは、りょうりがじょうすで、いまでちキャンプで

っかえるとてもおいしいぼうぼうです。わたレは、またなつやすみにやってみだ

いとおもいました。

邑色8ゐ(3ffi自
「茶花;r，まこ先住まんが教l室J

8月 1o日(盆1) キ倒2台。。お-4蒔30持
【fI鴻】信:'4番目訴鮪妊 2婚話量
【講師】茶花lまこ先生

【~.】 民福20人(あと 3 人)
【丙袋】①粂.詑lまこさんが企むインドネシアのお話

②15~会の白誌をイメージしたーコ マまんがにチャレンジ l
表面の「こども配者クラブ」あてに申し込みしてね。

午前の中高生の部も大募集中。

ぼくは、じようちん人のりょうりのしかだなどをまなびました。じよ

うちん又が、さかななどをさばくときには、こくようせきでさばきました。すごい

きれあじで、びっくりしまレた。

両などをやくときは、詰の主でやきました。詰

の上でやいた肉はおいレかったです。あと、やき

いもみたいのをたべましだ。おいしかったです。

じようちん吋~は、ほうちょうなどがないのに
くらせて、すごいなーと患いました。
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昌蘭慌事喝臨的

⑤亙互〉 地峨:5霊~~ßO)二コーつzイヌ
どん欲Zなろう

なかやま申書

中山有季

ø~極で白iiぎ古挙協室芸員のまE五陸fffさんの詰を画いて、コ蕃首長に
あだことは、椴A.Iま白取と越していて;百が鍾かということです。

泊1支t苦刊lま 1 若年以王揺さました。ひとつの~'1t;が 1 百年以王説いた嗣は、色鴻
出で百三主だけだそうです。烏刊がめまぐるしく主的もしたヨーロッパのXが聞くと
「ウソだろう」と言われるそうです。

なぜ緯'支烏刊が1百年以王説いたのでしょう?

ていて、事いがitなかったからだと誌は語い

ました。語交A.lel:、:i揚をあぴ、主を歯み、

主を踊っています。そして、生き輔と未と量

と共生しています。だから縄文人は、 1万年

以王ちゆたかな知Eを益えていけたんだと語
いました。誌は苓のこの百'1iち1若年以王説

くようにしたいなと思いましだ。

瓦孟瓦五瓦正吾

こども新聞担当制瓦函

で勝てるようになり自信がつきまし定。そうする

と、テニス以外でも、何!こ対しても真剣!こ取り組

めるように怠り、勉強ち嫌いではなく左よりましだ。

いろいろなこと巳興昧がわくよう!こ怠ったことは、

新聞記者巳怠ったことと無関係ではないように思

います。

これから、み怠さんとこ揺lこいろんなXIこ詰を
画いたり、自らないゐ醤のことを厳秘したりでき

るのがとても楽しみです。み主主さんち興昧のある

こと|こどんどん抗議してください。私も、こども鮪酋で、いろいろなこと

dj~i議してみたいと語っています。

いろんなこと巴

はじめまして。7肖から、こど也鮪酋を担当すること巴なつだ甲山有毒

です。よろしくあ韻いします。話曲面昔lこなったのは 2004~4月です。
ことしで9年目ですが、まだまだ知らないことだらけで、日々、回ったり、

わから怠いことを先輩l之聞いだりしています。
誌が~j;事;;tだつだ詰Iël:、話酋~i:昔のイメージとはほど這ぃ、ぼーっとし
た、 Xと話すのがぎ手なさどもでした。強1掻も益面乞き芋で、岳きなのは
低み島国くらいでしだ。そんな誌がいろいろなこと!こ論.極的こなったのは、

中学生lこなってソフトテニス部!こ入つだことがきっかけでした。私Iel:運動
告鴻だったのではじめはへだだっだし「仕::5ないや」と患っていたのです

が、あるとき顧‘尚のW;;tlこ「もっと訴を由ぜ」と言われました。私!こもで
きるのか怠・・・と、ほかの副員より輔草<換し醤を踏めたりしたら、夫釜


